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昨
年
度
か
ら
二
年
間
の
計
画
で
実

施
し
て
い
る
日
本
学
術
振
興
会
二
国

間
共
同
研
究
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

二
〇
一
四
年
五
月
一
七
日
と
一
八
日
に

開
催
し
た
。
今
年
は
共
同
研
究
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
、
本
学
と
大
学
間
協
定
を

結
ん
で
い
る
ペ
ー
チ
大
学
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
者
が
五

月
一
六
日
か
ら
二
九
日
ま
で
日
本
に
滞

在
し
、
名
古
屋
と
東
京
、
仙
台
、
札
幌

の
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
た
。
こ

こ
で
は
今
年
度
の
活
動
の
な
か
で
も
本

学
で
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。
そ
の
他
の
活
動
に
つ

い
て
は
今
年
度
の
成
果
報
告
書
で
紹
介

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
一
日
目
に

は
、
七
人
の
メ
ン
バ
ー
が
発
表
を
行
っ

た
。
パ
プ
・
ノ
ル
ベ
ル
ト
氏
に
よ
る
第

一
報
告
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ム
ス
リ

ム
」
と
題
す
る
も
の
だ
っ
た
。
カ
ル
パ

チ
ア
盆
地
へ
の
到
着
以
前
に
も
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
は
ム
ス
リ
ム
と
接
触
し
、
か
な

り
の
数
の
ム
ス
リ
ム
が
集
団
に
加
わ
っ

て
い
た
。
ム
ス
リ
ム
共
同
体
は
キ
リ
ス

ト
教
会
に
抵
抗
し
て
い
た
が
、
十
四
世

紀
ま
で
に
完
全
に
同
化
し
た
。
オ
ス
マ

ン
帝
国
占
領
下
で
南
ス
ラ
ヴ
人
、
ヴ
ラ

フ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
移
住
し
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
も
少
数
な
が
ら
改
宗
し
た
。

一
七
世
紀
末
の
解
放
後
、
ム
ス
リ
ム
の

多
く
は
国
を
後
に
す
る
か
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
社
会
に
同
化
し
た
。
一
八
七
八
年

以
降
、
ボ
ス
ニ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
が
移

住
し
た
。
一
九
一
六
年
に
ム
ス
リ
ム
は

合
法
的
地
位
を
得
て
、
一
九
三
一
年
に

ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
に
信
徒
組
織
を
確
立
す

る
。
一
九
八
〇
年
末
、
宗
教
組
織
が
再

建
さ
れ
、
体
制
転
換
後
、
移
住
者
や
改

宗
者
も
増
加
し
た
。

　

山
崎
信
一
氏
は
、「
二
〇
世
紀
に
お

け
る
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
・
ク
ロ
ア
チ
ア

人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
変

容
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
ブ

ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
、

一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
戦
争
を
逃

れ
て
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ

ア
か
ら
移
住
し
た
人
々
を
祖
先
と
し
、

固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し

た
。
一
九
五
五
年
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

権
利
を
付
与
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に
は
、

ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
が

第
二
公
用
語
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
彼

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
展
に
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
当
局
と
の
関
係
、
多
数

派
の
ド
イ
ツ
語
話
者
と
の
関
係
、
ブ
ル

ゲ
ン
ラ
ン
ト
の
地
域
主
義
と
の
関
係
に

加
え
て
、「
本
国
」
た
る
ク
ロ
ア
チ
ア

と
の
関
係
、
お
よ
び
現
代
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
移
住
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
の

関
係
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
シ
ョ
ク
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
・
デ
ー
ネ
シ
ュ

氏
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ク
ロ
ア

チ
ア
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
―
移
民
と
起

源
を
め
ぐ
る
小
史
」
と
題
す
る
発
表
を

行
っ
た
。
二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
二
万
七
千
人
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
お
り
、
ク
ロ
ア

チ
ア
語
使
用
者
も
一
万
七
千
人
を
数
え

る
。
歴
史
上
の
異
な
る
時
期
に
様
々
な

ク
ロ
ア
チ
ア
系
集
団
が
到
着
し
た
。
オ

ス
マ
ン
軍
の
侵
攻
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
、
あ
る
い
は
オ
ス
マ
ン
支
配
下
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
、
一
七
世
紀
末
に
も
大
量

の
移
民
が
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は

少
な
く
と
も
七
つ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
系
の

下
位
集
団
が
存
在
す
る
。
グ
ラ
デ
ィ
ス

テ
ェ
（
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
）、
ポ
ム
ル

ス
キ
（
ム
ル
）、
ポ
ド
ラ
ヴ
ィ
ナ
、
シ
ョ

カ
ー
ツ
、
ブ
ニ
ェ
ヴ
ァ
ー
ツ
、
ボ
ス
ニ

ア
系
、
ラ
ー
ツ
（
ド
ナ
ウ
川
の
）、
ダ

ル
マ
チ
ア
系
ク
ロ
ア
チ
ア
人
な
ど
で
あ

る
。
出
身
地
の
違
い
か
ら
異
な
る
方
言

が
話
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ー
ゴ
内
戦
以
降

に
約
五
万
人
の
難
民
が
到
着
し
た
。

　
キ
タ
ニ
チ
・
マ
ー
テ
ー
氏
の
発
表
は
、

「
シ
ゲ
ト
ヴ
ァ
ー
ル
―
ト
ゥ
ル
ベ
ー
ク

―
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
の
史

料
か
ら
見
る
ス
ル
タ
ー
ン
の
埋
葬
地
」

と
題
す
る
も
の
だ
っ
た
。
二
〇
一
三
年

初
頭
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
墓
と
そ
れ
を
取

り
囲
む
要
塞
の
位
置
を
史
料
調
査
に
基

づ
き
、
突
き
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ト
ゥ
ル
ベ
ー
ク
要
塞
は
一
八
世
紀
の
史

料
で
は
「
ト
ル
コ
人
の
塹
壕
」
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
シ
ゲ
ト
ヴ
ァ
ー
ル
近
郊
に

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

二
〇
一
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
二
国
間
共
同
研
究 

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
共
同
研
究

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
中
欧
・
バ
ル
カ
ン
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
・
モ
ノ
の
移
動
に
関
す
る
考
察
」
の
開
催

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
山
本
　
明
代
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位
置
し
て
い
た
。
そ
の
場
所
は
、
古
く

は
イ
エ
ズ
ス
会
が
聖
母
マ
リ
ア
の
墓
所

と
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の

所
有
に
移
り
、
そ
の
後
、
世
俗
の
所
領

の
一
部
と
な
り
、
ブ
ド
ウ
園
、
庭
園
、

果
樹
園
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
と
な
っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
埋
葬

地
は
ト
ゥ
ル
ベ
ー
ク
の
ブ
ド
ウ
園
の
丘

に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

秋
山
晋
吾
氏
は
、「
一
八
世
紀
ト
ラ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
・
ア
ル
ヴ
ィ
ン
ツ
の

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
集
団
―
再
洗
礼
派
と
ブ

ル
ガ
リ
ア
人
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ

た
。
一
八
世
紀
の
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ

ア
は
、
三
つ
の
国
制
上
の
ナ
テ
ィ
オ
と

ル
ー
マ
ニ
ア
人
か
ら
な
る
社
会
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
ナ
テ
ィ
オ
体
制
の
周
縁
部
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
自
と
特
権
を
有
し
た
外
来
集

団
が
存
在
し
て
い
た
。
一
七
一
五
年
ま

で
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
侯
の
直
轄
地

ア
ル
ヴ
ィ
ン
ツ
は
、
複
数
の
外
来
集
団

（
再
洗
礼
派
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
）
が
特

権
を
得
て
定
住
し
た
。
こ
れ
ら
の
集
団

は
、
あ
る
意
味
で
特
異
な
集
団
と
し
て

認
識
さ
れ
て
お
り
、
享
受
す
る
特
権
と

由
緒
に
依
拠
し
て
他
の
集
団
と
区
別
す

る
と
い
う
自
意
識
を
有
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
共
同
体
と
し
て
自
称
お
よ
び
他

称
さ
れ
る
こ
と
が
、
差
異
化
の
指
標
と

し
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
。

　
レ
メ
ー
ニ
・
ペ
ー
テ
ル
氏
の
発
表
は
、

「
コ
ソ
ヴ
ォ
―
分
解
か
、
あ
る
い
は
統

合
か
」
と
題
す
る
も
の
だ
っ
た
。
コ
ソ

ヴ
ォ
の
内
的
境
界
に
は
、
自
治
体
ご
と

の
公
的
境
界
、
セ
ル
ビ
ア
人
が
多
数
派

を
占
め
る
北
部
コ
ソ
ヴ
ォ
と
国
内
の
他

の
領
域
を
分
け
る
半
公
的
境
界
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団
を
基
盤
と
す
る
新
た
な
自

治
体
の
境
界
が
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に

ア
ル
バ
ニ
ア
人
地
域
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

市
民
を
統
合
す
る
新
た
な
自
治
体
の
境

界
が
創
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
式
の
国
家
領
域
の
分
割
だ
っ
た
。
北

部
コ
ソ
ヴ
ォ
で
は
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
式

で
行
政
的
自
治
権
を
獲
得
し
、
半
公
的

な
自
治
体
を
形
成
し
て
い
る
。
外
的
境

界
の
な
か
で
も
両
側
に
同
じ
エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
越

境
が
よ
り
容
易
で
あ
り
、
道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
し
て
国
境
を
越
え

た
国
民
形
成
が
進
行
し
て
い
る
。

　

山
本
明
代
は
、「
民
族
浄
化
研
究
の

現
状
と
課
題
」
と
題
し
、
二
〇
一
四

年
に
翻
訳
書
を
刊
行
し
た
ノ
ー
マ
ン
・

Ｍ
・
ナ
イ
マ
ー
ク
の
著
書
を
手
が
か
り

に
民
族
浄
化
研
究
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

ナ
イ
マ
ー
ク
は
民
族
浄
化
概
念
を
再
考

し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
と
の
相
違
点

を
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
概
念
が
近
代

国
家
の
最
も
進
ん
だ
発
展
過
程
の
産
物

で
あ
る
こ
と
、
二
十
世
紀
に
起
こ
っ
た

民
族
浄
化
に
は
相
互
の
関
連
性
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ナ
イ
マ
ー
ク

は
、
民
族
浄
化
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ

が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
排
除
す
る
た
め
に

彼
ら
に
恐
怖
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
現
代
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
を
考

え
る
う
え
で
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　

第
二
日
目
に
は
、
三
名
の
発
表
と

総
合
討
論
を
行
っ
た
。
木
村
真
氏
は
、

「
二
〇
世
紀
前
半
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
周

辺
諸
国
間
の
住
民
交
換
」
と
題
す
る
発

表
を
行
っ
た
。
住
民
交
換
は
、
二
十
世

紀
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
で
初
め
て
導
入
さ

れ
た
。
一
九
一
三
年
に
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
平
和
条
約
に
よ
っ
て
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
間

で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
系
正
教
徒
と
ト
ル
コ

系
ム
ス
リ
ム
の
住
民
交
換
を
行
う
条
約

を
締
結
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

ヌ
イ
イ
条
約
の
結
果
、
ギ
リ
シ
ャ
と
の

間
で
自
発
的
な
住
民
交
換
が
実
施
さ
れ

た
。
ギ
リ
シ
ャ
＝
ト
ル
コ
戦
争
後
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
と
ト
ル
コ
間
で
自
発
的
な
住

民
交
換
が
行
わ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
も
ギ
リ
シ
ャ
や
ト
ル
コ
へ
の
移
住

が
起
こ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
の
ク
ラ
イ

オ
ヴ
ァ
条
約
で
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の

間
で
住
民
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の

住
民
交
換
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
国
民
国

家
建
設
の
た
め
に
行
っ
た
民
族
―
言
語

的（
宗
教
的
）人
口
工
学
の
一
部
だ
っ
た
。

　

ビ
ー
ロ
ー
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
氏
は
、

「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
統
合
と
マ
ケ

ド
ニ
ア
―
一
九
一
八
―
三
九
年
」
と
題

す
る
発
表
を
行
っ
た
。
一
九
一
八
年
の

セ
ル
ビ
ア
人
＝
ク
ロ
ア
チ
ア
人
＝
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
の
建
国
後
、
数
年
間

で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
の
政
治
制

度
が
確
立
し
た
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
命
運

は
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
後
の
セ
ル
ビ
ア
併

合
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
。
戦
前
、
マ
ケ

ド
ニ
ア
は
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
南

部
、
と
く
に
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
と
の
関
係

が
深
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
以
降
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
主
義
が
鼓
吹
さ
れ

た
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
同
化
を
試
み
た
が
、

成
功
し
な
か
っ
た
。
諸
機
関
や
諸
制
度

の
統
合
は
う
ま
く
い
っ
た
が
、
社
会
経

済
的
な
相
違
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
経
済
発
展
と
と
も
に
近
代
化

は
進
ん
だ
が
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
は
ユ
ー
ゴ

の
な
か
で
最
も
発
展
が
遅
れ
た
地
域
と

し
て
留
ま
っ
た
。

　

百
瀬
亮
司
氏
の
発
表
は
「
ポ
ス
ト
・

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る

『
多
言
語
主
義
』
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と

題
す
る
も
の
だ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
、

ク
ロ
ア
チ
ア
が
欧
州
連
合
に
加
盟
し
た

年
に
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
市
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア

人
の
使
用
す
る
キ
リ
ル
文
字
の
公
用
文

字
へ
の
採
用
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
っ

た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
諸
権
利
に
関
す
る
基
本
法
」
が
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発
効
し
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
言
語
の
公
用
語
化
の
促
進
が
図
ら
れ

た
。
二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
、

ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
市
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
が
全

体
の
三
分
の
一
を
越
え
た
た
め
、
ク
ロ

ア
チ
ア
政
府
が
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
に
二
言
語

併
存
体
制
を
導
入
し
た
。
そ
れ
が
退
役

軍
人
協
会
ら
の
反
発
を
招
き
、
大
規
模

な
デ
モ
集
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
事
例

は
Ｅ
Ｕ
の
さ
ら
な
る
拡
張
に
対
す
る
貴

重
な
教
訓
を
提
供
し
て
い
る
。


